




























































































































　それは ‘Pax Romana in mind, UK realized Pax Britanica, and US realized Pax America, which is 
Anglo-Saxon’s inheritable desire to rule the other peoples.’ という英語の文章でも同様である。‘Pax 
Romana’ ‘Pax Britanica ‘Pax America’ も，同じ意味の日本語の文章同様，それぞれローマ人，英
国人，アメリカ人がそれぞれの国でのんびりしている様子を思い浮かべる誤解が生じる可能性
は十分ある。
　英国人がこうした問題に苦しまないのは，こういう英文の後には，必ず‘Pax Romana’ ‘Pax 
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‘Naturalis Principia Mathematica’ というラテン語の論文と ‘The Mathematical Principles of Natural 
Philosophy’という英語の論文があり， ‘De motu corporum in gyrum’ というラテン語の草稿が








うラテン語が起源の一つと言われる英語の ‘universal’と英語の ‘law’を付けて ‘the universal 
law of gravitation’が「万有引力の法則」というニュートン自身が考えた英語である。
　このように，科学技術が文化の中心から周辺へと移動することは，ラテン語から英語への変
換として捉えられる。‘the universal law of gravitation’が日本語の創作漢語である「万有引力の
－ 170 －
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7 － 177 －
科学論・科学技術社会論の視点を「データベース：米国シェイクスピア研究学位論文」に適用する――小西甚一を援用し，見えてくる文化受容の「漢文方式」から「資格（英語・博士号）方式」への転換　その八
階級 35） ともいう。）で風力 0 から風力 12 までの波の様子を表す語で，まず「白波」に近い表
現を拾ってみる。それは風力 3 ～風力 8 までに現れる。
　風力 3 軟風（なんぷう）Gentle breeze3.4 ～ 5.4m/s7 ～ 10 ノットの「波頭が砕ける。白波が
現れ始める」風力 4 和風（わふう）Moderate breeze5.5 ～ 7.9m/s11 ～ 16 ノットの「小さな波が
立つ。白波が増える」風力 5 疾風（しっぷう）Fresh breeze8.0 ～ 10.7m/s17 ～ 21 ノットの「水
面に波頭が立つ」風力 6 雄風（ゆうふう）Strong breeze10.8 ～ 13.8m/s22 ～ 27 ノットの「白く
泡立った波頭が広がる」風力 7 強風（きょうふう）High wind / Moderate gale /Near gale13.9 ～
17.1m/s28 ～ 33 ノットの「波頭が砕けて白い泡が風に吹き流される」風力 8 疾強風（しっきょ
うふう）Gale / Fresh gale17.2 ～ 20.7m/s34 ～ 40 ノットの「大波のやや小さいもの。波頭が砕け
て水煙となり，泡は筋を引いて吹き流される」である。
　「逆波」に近い表現を拾おうとしても，風力8までには見当たらず，登場するのは風力9である。
風力 9 大強風（だいきょうふう）Strong gale20.8 ～ 24.4m/s41 ～ 47 ノットの「大波。泡が筋を
引く。波頭が崩れて逆巻き始める」がそれに当たる。
　参考までに風力 10 ～風力 12 までを示すと，キーワードは「白い泡」になるようである。風
力 10 全強風（ぜんきょうふう）Storm / Whole gale24.5 ～ 28.4m/s48 ～ 55 ノットの「のしかか
るような大波。白い泡が筋を引いて海面は白く見え，波は激しく崩れて視界が悪くなる」風力
11 暴風（ぼうふう）Violent storm28.5 ～ 32.6m/s56 ～ 63 ノットの「山のような大波。海面は白
い泡ですっかり覆われる。波頭は風に吹き飛ばされて水煙となり，視界は悪くなる」風力 12
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リタニカ』によるところの「地震に関する世界的研究事始め」の場所として，解釈される。
　ハイチで平穏な先進国との共同作業が出来ないのは，絶えざる独立運動の気運があるからで
ある。それを考えるとき，金凡性の普通には「異国趣味」と言われることを「植民地趣味」と
して了解しているような言葉の独特な感覚について，さらに突っ込んだ考察が出来る。
　「大英帝国科学」に対する「植民地科学」，「異国趣味」に対する「植民地趣味」といった金
凡性の普通ではない語感について指摘してきた。「植民地科学」「植民地趣味」はさらに「独立
運動と結び付く科学」「独立運動と結び付く趣味」といった語感も指摘できそうである。金凡
性のように日本に留学して日本語で著書を発表するほどに「開けた」韓国人でさえ，欧米諸列
強と，そこに「追いつき，追い越せ」で動く日本がいて，それ以外は植民地化され，日本は植
民地化されないまでも欧米諸列強による文化侵略を受け，文化的植民地になった面もある，と
いった見方をする（と，その日本語を読む限り，そのように解釈せざるを得ない）ほど，植民
地化の影響は強いともいえる。
　これらはすべて「コロニアル」という英語の語感と関連する問題ではなかろうか。英文学研
究の学術タームないし批評用語に「ポスト・コロニアル」という言葉がある。「植民地的以後の」
では何のことか分からない。「植民地主義時代以後の」と訳すべきである。ただし，英文学研
究の場合，研究対象は英国の本国中心の文学なので，「大英帝国時代以後の」と訳した方が分
かり易い場合が多い。さらに，独立運動が問題になるときは「植民地の独立運動を招いた時代
以後の」という訳し方も考えられる。
　ポスト・コロニアリズムの旗手エドワード・サイードが著した『オリエンタリズム』（1978 年）
の視点がポスト・コロニアル理論を確立したとも言われる。旧植民地に残る様々な課題を把握
するために始まった文化研究がポスト・コロニアリズムである。第二次世界大戦後，世界が脱
植民地化時代に突入し，それまで植民地だった地域が次々に独立を果たしたことが背景にある。
　従って「大英帝国科学」に対する「植民地科学」，「異国趣味」に対する「植民地趣味」といっ
た金凡性の普通ではない語感，「オリエンタリズム」から派生した「植民地科学」「植民地趣味」
が「独立運動と結び付く科学」「独立運動と結び付く趣味」と解釈されかねない語感は，ポスト・
コロニアリズムの視点では「普通ではない」どころか，しごく真っ当な感覚になる。この点に
ついて，引き続き次稿で論じてゆきたい。
